
天竜奥三河国定公園の公園計画の変更の概要 

 

１ 天竜奥三河国定公園の概要 

 (1) 指 定  昭和44年１月10日 

 (2) 再検討  平成７年12月11日 

(3) 区 域  豊田市、新城市、北設楽郡設楽町、北設楽郡東栄町及び北設楽郡豊根村の各一部 

 (4) 面 積  約15,000ha 

 (5) 概 要 

天竜奥三河国定公園は、奥三河地方北部山岳地帯の５市町村と隣県の静岡県、長野県に広範囲に

わたる自然公園であり、山岳、丘陵、河川、渓谷等があるなど、変化に富んでいる。 

 北部は、長野・愛知県境の茶臼山を中心とした山岳地帯で、学術的にも貴重なブナ原生林を有する

面ノ木峠、県内の最高峰である茶臼山がある。 

北東部には、長野県、静岡県との県境を流れる天竜川を中心とした山岳渓谷が主体となっており、

愛知県内では、珍しく冷温帯と暖温帯の植生が混交している。 

南部は、岩古谷山、鳳来寺山を中心した山岳地帯を主体とする地区である。鳳来寺山、乳岩及び乳

岩渓谷、馬背岩は、国の天然記念物に指定されている。 

 

２ 見直し（点検）を行う理由 

天竜奥三河国定公園は、昭和 44 年１月に指定され、平成７年 12 月に再検討が行われた。再検討か

ら約17年が経過し、自然環境や社会経済情勢等が変化している。当公園の適正な利用を図るため、公

園計画の見直し（点検）を行う。 

 

３ 公園計画の変更案 

 単独施設 追加 

番号 地区名 変更区域 変更内容 変更理由 

23 東山・桧原山 北設楽郡設楽町 園地の追加 設楽町東山及び桧原山の適正な利用を図るため 

24 高笹・天狗棚 北設楽郡設楽町 
博物展示施設の

追加 

設楽町高笹及び天狗棚（通称面ノ木）の自然探

勝、自然教育等の拠点として、博物展示施設を

整備するため。 

 

 

 

 

 

 

単独施設 削除 

番号 地区名 変更区域 変更内容 変更理由 

９ 東山・桧原山 北設楽郡設楽町 休憩所の削除 
今後の整備の見込がなく、公園利用上の必要も

乏しいため。 

10 東山・桧原山 北設楽郡設楽町 案内所の削除 
今後の整備の見込がなく、公園利用上の必要も

乏しいため。 

13 東山・桧原山 北設楽郡設楽町 給水施設の削除 
今後の整備の見込がなく、公園利用上の必要も

乏しいため。 

 

 歩道 追加 

番号 路線名 変更区間 変更理由 

４ 

鳳来寺山表参道・馬の背

岩展望台・天狗岩鷹打場

線 

起点：新城市（門谷字上浦） 

終点：新城市（門谷字鳳来寺） 

起点：新城市（門谷字鳳来寺） 

終点：新城市（門谷字鳳来寺） 

起点：新城市（門谷字鳳来寺） 

終点：新城市（門谷字鳳来寺） 

鳳来寺を中心とした鳳来寺地域の適正な

利用を図るため。 

５ 乳岩周回線 
起点：新城市（乳岩） 

終点：新城市（乳岩） 
乳岩地域の適正な利用を図るため。 

 

 参考： 面積内訳                              

特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 普通地域 公園面積計 

121 67 7,153 7,469 149 14,959

 

４ スケジュール 

 ５月 ７月 ８月 ９月 10月 12月 

愛

知

県 

県案の案

を環境省へ

提出(5/28)

県環境審議会

自然環境部会

報告 

(7/2) 

県案を環境

省に申出 

(7月上旬) 

     

環

境

省 

   パブリック

コメント 

(7月～8月) 

関係省庁との協議 中央環境審

議会諮問・

答申 

公園計画

官報告示 

 

＜参考＞ 

自然公園法の関係条文 

第８条第３項 環境大臣は、国定公園に関する公園計画を廃止し、又は変更しようとするときは、関

係都道府県及び審議会の意見を聴かなければならない。ただし、その公園計画を追加するには、関

係都道府県の申出によらなければならない。 

報告資料１


